「ウインク球場リニューアル記念事業in姫路」開催業務委託
要求水準書
１　業務概要

1  業務名
「ウインク球場リニューアル記念事業in姫路」開催業務委託
2  主催
「ウインク球場リニューアル記念事業in姫路」実行委員会
（以下「実行委員会」という。）
3  業務の趣旨・目的
「ウインク球場リニューアル記念事業in姫路」の一環として、ウインク球場（姫路市立姫路球場）（姫路市飯田５４０番地）（以下、「ウインク球場」という。）において、スポーツと文化、芸術の融合をコンセプトとした市民参画イベントを開催する。本イベントを一体的に行うことで、市民が音楽・芸術に触れあう機会や賑わいを創出し、ウインク球場の多様な利用方法をＰＲする。また令和８年度完成予定の手柄山スポーツ施設開館2年前イベントとして行うことで、新施設開館に向けての気運を高める。
⑷　業務期間
 　　 委託契約締結日から令和６年１１月１０日まで
⑸　実施日
　令和６年１０月５日（土）から同月６日（日）まで
⑹　実施場所
　ウインク球場及び周辺
⑺　提案上限額
 提案上限金額　３５，０００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）

⑻　業務概要
　　　ウインク球場内に特設ステージを設け、音楽やスポーツに関する演目を中心に一般市民だけでなく、姫路ゆかりのミュージシャン・アーティスト等も参加する市民参画イベントを行う。集客を期待でき、今後の興行公演等の誘致にも繋がるようなイベントの企画・運営を行うこと。なおミュージシャン・アーティストについては、実行委員会が決定することとし、決定後は出演調整を行うこと。
【業務スケジュール】(想定)
	１０月５日
	開場　１２時３０分
開会　１３時３０分
閉会　１７時

	１０月６日
	開場　１４時
開会　１５時
閉会　１９時３０分


上記の表をもとに、イベント内容を計画（提案）すること。
※なお１０月４日、５日に姫路城周辺で市の共催イベントを予定している。出演者に関しては、実行委員会が決定することとし、その出演者との協議、調整を行うこと。
２ 委託業務の内容
1  会場設営等業務
特設ステージ（15m×6m程度を想定）は、内野ピッチャーマウンド後方（土の部分）に、バックネットを向いた状態で設営すること。また実施内容に応じたサイズ、強度を確保し、音響、照明を含めた設営及び運営を行うこと。設営においては、本イベント開催にあたり必要な資材等も含めて準備すること。
客席については、ステージ前にアリーナ席として1,000席以上、特設ステージが見切れる程度のスタンド席を5,000席程度用意すること。
入口案内看板、告知看板及び中止案内看板を作成し、来場者に分かりやすく表示すること。また会場内の案内表示など、来場者の誘導に必要な表示物を作成、設置すること。また、誰もが参加しやすいバリアフリーの対応を行うこと。

・音響担当者は、3,000人以上の規模のコンサートや野外フェス等に従事した経験が十分にあり、アーティスト側の音響担当者立会いのもと、現場での協議ができ、コンサートの音場を形成できる人員を配置すること。
・音響機器は出演アーティスト等と協議の上、手配すること。下記に令和５年度に姫路城三の丸広場で実施した城うた祭発注時の機材の仕様を記載する。
●【参考】音響機材のスペック
	
	数量
	摘要

	Main／Subs
	一式
	JBL、L-Acoustic、ADAMSON、b&d、MAYER SOUND等のラインアレイスピーカーを吊りで設置するとともに、FOHポジションで平均105dbとなるよう、会場サイズに合わせて構築すること。
スピーカープランは、実行委員会担当者に提出すること。

	Front　Of　House
	一式
	AVID S6L with Waves SoundGrid Extreme Server（C4.C6.F6など）またはYAMAHA CL/QL シリーズとし、卓位置は、客席最後列のセンターに近い位置に配置すること。また、スピーカーマネージメントシステムをFOHに設置し、信号を各スピーカーへ振り分けること。

	Monitors
	一式
	AVID S6L32DまたはYAMAHA　CL5/QL5とする。

	Stage
	
	下表を参照のこと。


●【参考】インプットリスト
	FOH AUX SEND
	
	
	

	１
	TALK BACK to Monitor
	
	
	

	FOH GROUP
	
	
	

	１
	Vo Master
	L
	INS GEQ-TO ST/REV1.2SEND

	２
	
	R
	INS GEQ-TO ST/REV1.2SEND

	MONITOR AUX SEND
	
	
	

	１
	アーティスト６名
	L
	SHURE PSM1000（P10T/P10R）

	
	
	R
	
	

	２
	SIDE Fill
	SR
	
	

	
	
	SL
	
	

	３
	FOOT
	SR
	２×wedge
	

	
	
	SL
	２×wedge
	

	DISCRIPTION
	
	MIC
	NOTE

	１
	PC-1
	L
	XLR
	FOH

	
	
	R
	XLR
	FOH

	
	
	Click
	XLR
	FOH

	
	
	Count
	XLR
	FOH

	２
	アーティスト６名
＋スペア１
	
	SURE UR4D/UR2-SM58
	

	３
	SPARE58S
	
	SM58S
	RB

	ST1
	REV1
	
	
	

	ST2
	REV2
	
	
	

	
	ME
	
	SM58
	


⑵　イベント運営業務
　ア　実施計画等の策定・調整業務
本業務を進めるにあたっての詳細なスケジュールを記載した実施計画、イベント内の各コンテンツの具体・詳細内容、会場演出・設営計画を提出し、実行委員会の承諾を得ること。なお、１０月６日のイベントについては、日没前よりナイター設備を使用した演出とすること。なお、照明やスコアボードについては、実行委員会と協議し、球場設備を十分に活用するよう努めること。
球場の利活用についてＰＲするため、特設ステージ以外でも、市民の作品展示やスポーツや楽器の体験コーナーコンテンツなど、来場者が楽しめるコンテンツを行うとともに、恋活・婚活に関するイベントを実施すること。
普段球場や手柄区域に足を運ばない層も来たくなるイベントとなるよう、趣向を凝らすこと。
策定した計画等をもとに、関係団体、市及び警察等官公署との協議を行うこと。なお協議を実施した際には協議録を作成し、実行委員会に提出すること。
　　イ　周知及び来場者の募集に関する業務
　　　　イベントの周知を行い、市民参画イベントの来場者を募集すること。募集に当たっては、募集方針（募集方法、募集期間等）を策定し、事前に実行委員会の承諾を得るものとする。なお、開催日両日とも上限6,000人とする。
　　ウ　イベント当日実施運営業務
策定した実施計画等をもとに、当日のイベントを実施すること。また、イベントの実施にあたり、実行委員会、市及び関係団体等との情報共有に努め、業務を遂行すること。
　　
⑶　市民参画イベントに関すること
ア　イベント全体のタイムスケジュールやシナリオ等を記載した、主催者、関係　者用の実施マニュアル、進行表を作成すること。

イ　出演者の控えテントを始めとした、本イベントの実施内容に応じた、必要な物品等を用意すること。
ウ　事前に準備した映像・写真素材以外にもステージを映した定点カメラ１台を含む３台のカメラを設置し、球場スクリーンに映すなど、球場スクリーンの活用を図ること。
エ　実行委員会が決定するミュージシャン・アーティストについて、所属事務所と調整を行い、必要な手配（ケータリングなど含む）を行うこと。１０月５日は約１時間、１０月６日はメインアクト含め約２時間程度の出演を想定しており、実行委員会が決定するミュージシャン・アーティストの出演枠を確保すること。なお、実行委員会が決定する出演者の候補については、参加表明受付期間終了後に、参加表明書を提出した者のみに伝えることとする。出演情報については、提案資料作成のみに使用するものとし、他言しないこと。なお、実行委員会が決定するミュージシャン・アーティストの出演料及び旅費は提案上限額に含まないこと。
オ  実行委員会が決定するミュージシャン・アーティスト以外の特設ステージ出演者（１０月５日のメインアクト含む）については、音楽・芸術・スポーツにおける多様な方面から出演者を起用すること。（バンド・吹奏楽・アイドル・コスプレ・和楽器奏者・伝統芸能・ダンスなど）また市民からの公募や姫路市にゆかりのある者など、なるべく姫路市とかかわりのある者を出演させること。その際に必要な調整については、受託者が行うこと。なお出演料等については、委託料に含むものとする。また、実行委員会が別に実施するイベントを提案することがあった場合については、適切に連携すること。（市が別に後援等を実施する場合を含む。）
カ　司会者については、イベント全体の運営司会ができる者を起用すること。
キ　２日間を通したイベントとし、入場料は無料とすること。
ク　実行委員会が決定するアーティスト・ミュージシャンが演奏する時間帯については、アリーナ席の座席について、事前抽選を行うなど混雑しないような工夫を行うこと。なお、抽選結果については、出来る限り姫路市民を対象とし、招待すること。また、チケットは転売防止対策を講じること。
ケ　市民参画イベントの両日において紙・ＱＲコード等を利用したＷｅｂアンケートにより、来場者の反応及びイベント開催に伴う消費額等を調査し、分析・検証した結果を業務期間内に実施報告書により、報告すること。収集したデータは市に帰属するものとする。なお、アンケートの内容及び実施方法について、事前に実行委員会の承諾を得るものとする。また、回答件数を上げる取組として、回答者へのプレゼントを用意し、抽選により当選者を決定し、送付すること。プレゼントについては、地場産品や出演者に関連するものとすること。

コ　イベントにおける機材設置や位置・実施状況等を写真・動画データ等と共に記録し、実行委員会に提出すること。
サ　必要に応じて、入退場者の待機列の整理を行うこと。来場者が想定よりも多く、継続してイベントを行うことが困難となった場合については、実行委員会の判断に従い、入場規制を行うこと。
シ　姫路球場を核とし、姫路市平和資料館、姫路市立手柄山温室植物園及び姫路市立水族館を含めた手柄山全体を含めた企画を実施すること。
ス　雨天時の計画を策定すること。なお、雨天時については、ヴィクトリーナ・ウインク体育館において、規模を縮小し実施する方針とする。実施費用については別途協議する。
⑷　広報業務
ア　開催概要等が広く周知できるホームページを制作・運営すること。また、Instagram、X（旧Twitter）等ＳＮＳを活用した効果的な情報発信を行うこと。
イ　ポスター、チラシ、新聞、広報し、看板等の広告物のデザイン・版下を制作すること。なおポスター、チラシについては、下記のとおりとすること。
【ポスター】
Ｂ２版（縦）　　２００枚（コート１３５ｋｇ、片面４色）
Ａ３版（縦）　　５００枚（コート１３５ｋｇ、片面４色）
※Ａ３版はＢ２版デザインを縮小したものとする。
※Ａ３版５００枚のうち、２００枚は印刷面が上になるよう２つ折りにしたものを納品すること
【チラシ】
１５，０００枚作成し、サイズはＡ４、両面４色印刷とすること。
ウ　前項広告物の納品日は実行委員会と受託者が協議の上決定し、完成後、速かに広告物及び作成したデータを提出するものとする。
３ 注意事項

⑴　業務全般に関すること
ア　来場者の安全対策を重視するため、会場に責任者を置き、来場者の安全確保に努めること。
イ　市の条例及び規則並びに関連する法令に基づき、業務を遂行すること。特にイベント開催に伴い発生する音量については、ウインク球場の周辺施設や住宅街に配慮し、姫路市公害防止条例等の関係法令を遵守すること。
ウ　イベント開催期間だけでなく、設営期間を含めた設置物周辺における安全対策を実施すること。
エ　業務を行うにあたって、役割分担を明確にし、実行委員会、市及び関係団体等と十分に調整の上、事業を実施すること。
オ　会場周辺施設や住民への説明会などに同席し、必要に応じて協力すること。
カ　資材の搬入出方法、安全対策資機材の設営・撤去、その他実施に必要な事項は、管理者と十分に協議し、指示に従うものとする。
キ　電源については、管理者と協議の上、決定すること。また姫路市の「ゼロカーボンシティ宣言」の主旨に則り、LED照明の使用、発電機に代わる蓄電池の使用、蓄電池型テラスターの使用等、温室効果ガス排出削減に可能な限り取り組むこと。
ク　開催場所での風対策（展示物、資材等）を施すこと。対策が必要な設備については、リスト化し、必要な対策について、実行委員会の確認を受けること。また、悪天候等による開催中止の決定は実行委員会の指示に従うこと。

ケ　夜間作業をする場合には、安全対策として、バルーンライト、足元灯等を設置し、夜間の視認性を確保すること。なお、実行委員会が確認し、安全の観点から追加で照明機器が必要と判断した場合は、必要な照明機器を受託者が用意し、実行委員会の指示に基づき設置すること。
コ　開場時間中は資材の移動等に車両を使用することは禁止とする。資材の仮置場については、別途指示する。
サ 音響を活用した会場の雰囲気づくりにおける、音源の使用、イベント用音楽の作成及び生演奏に係る費用については、委託料に含むものとする。
シ 本業務の実施に必要となる人員を配置し、実行委員会の指示に速やかに対応できる体制を確保し、各スタッフの指揮命令系統を明記した組織図を提出すること。また遊撃としてスタッフを配置し、各スタッフの交代が必要な場合に対応できるようにすること。
ス　イベント開催期間前後を含む、警備員や誘導等のスタッフについては、受託者が手配を行い、配置すること。
セ　来場者が身体に損害を受けた場合に補償する保険に加入すること。観覧者が身体に損害を受けた場合に補償する保険に加入すること。（死亡事故１，０００万円、後遺障害４０万円～１，０００万円、入院１日３，０００円、通院１日２，０００円以上、手術給付金１名当たり３万円以上）
ソ　イベント終了後、ウインク球場のグラウンドについての復旧は原則として実行委員会が行うこととするが、作業が軽微なものに留まる場合については、受注者において実施すること。
タ　協賛企業を募集し、広告表示を作成するなど獲得に努めること。協賛により得られた協賛金は、本委託業務に充てるものとする。また、協賛金獲得の対価として、協賛金の１０パーセントに相当する額を上限に実行委員会に請求できる。なお協賛企業獲得に経費がかかる場合については、委託料に含むものとする。協賛のリターンについては実行委員会と協議の上決定すること。
チ　会場内のごみ処理については、ごみ置き場の設置場所や分別・収集方法など各会場の管理者等と事前に協議のうえ、対応すること。

ツ　イベント実施後に実施報告書を、写真又は動画を添えて作成すること。
テ　台風や豪雨、その他天災等により、イベントの実施が困難と実行委員会が判断した場合、業務を縮小し、又は中止する場合がある。この場合において、展示物や仮設物の確保及び運搬等に要した費用負担は、実行委員会と受託者が協議して決定するものとする。
⑵　損害のために生じた経費の負担
ア　業務を行うにつき第三者に及ぼした損害について、当該第三者に対して損害の賠償を行わなければならないときは、受託者がその賠償額を負担する。
イ　前項の規定にもかかわらず、同項の規定する賠償額のうち、実行委員会の指示、貸与品等の性状その他実行委員会の責めに帰すべき事由により生じたものについては、実行委員会がその賠償額を負担する。ただし、受託者が実行委員会の指示又は貸与品等が不適当であること等実行委員会の責めに帰すべき事由があることを知りながらこれを通知しなかったときは、この限りではない。
ウ　前２項の場合その他業務を行うにつき第三者との間に紛争を生じた場合においては、実行委員会と受託者が協力してその処理解決に当たるものとする。
⑶　一般事項
ア　この要求水準書は、「ウインク球場リニューアル記念事業in姫路」開催業務委託に適用する。
イ　本業務の受託者は、この要求水準書に定めのない事項のうち、本業務の遂行に当たり必要と思われるものについては、実行委員会へ提案し、実行委員会と受託者が協議の上、これを決定し、行うものとする。
ウ　業務については、この要求水準書及び契約約款によるものとする。
エ　受託者は、本業務の円滑な進捗を図るため、必要な専門的知識と十分な経験　を有する従事者を配置するものとする。
オ　受託者は、本業務の全般にわたる管理を行わせるため、前項のうちから業務担当責任者を選任し、その氏名を委託業務着手届の提出により実行委員会に通知するものとする。
カ　受託者は、業務遂行に際し、実行委員会と協議の上、進めること。
キ　受託者は、必要に応じ実行委員会に進捗状況を報告し、打合せを行うものとする。
ク　受託者は、関係する官公署との協議を必要とし、関係する官公署から協議を求められた場合は誠意をもってこれに当たるものとする。また、受託者は、その協議内容を遅滞なく実行委員会に報告するものとする。

ケ　受託者は、本業務の着手及び完了に際し、この要求水準書及び契約約款に定める書類の提出を行うものとする。

コ　受託者は、業務完了後、実行委員会に収支報告書を提出し、契約約款に定める手続を経て、実行委員会の検査を受けるものとする。本業務は、実行委員会による検査の合格をもって完了とする。ただし、納品後の記入事項に脱漏、不備又は錯誤が発見された場合、受託者は、責任をもって速やかに訂正するものとする。
サ　本業務に必要となる資料の収集又は調査等は原則として受託者が行うものとするが、実行委員会が現在所有しているものについては、実行委員会から受託者に貸与するものとする。この場合において、受託者は、貸与を受けた資料に関するリストを作成の上、実行委員会に提出するものとし、業務完了後、貸与された資料の全てを速やかに実行委員会へ返却するものとする。

シ　成果物が著作物に該当する場合には、当該著作物に係る受託者の著作権を当該著作物の引渡し時に、二次的著作物に関する権利を含め、実行委員会に無償で譲渡するものとする。また、実行委員会は成果物が著作物に該当するしないにかかわらず、当該成果物の内容を受託者の承諾なく自由に公表することができるものとする。なお、成果物が著作物に該当する場合において、実行委員会が当該著作物の利用目的の実現のためにその内容を改変する場合は、受託者の承諾なく行うことができることとする。

ス　本業務に当たっては第三者の権利を侵害しないように十分留意すること。やむを得ず第三者が有する著作権の映像、意匠、ソフトなどを使用するときは、あらかじめ実行委員会と協議のうえ、著作権法上に定められた手続を行うこと。
セ　本事業の遂行に当たり、「姫路市情報セキュリティポリシー」及び「姫路市電子計算機処理データ保護管理規程」を遵守すること。

ソ　本業務の遂行に際し、個人情報を含むものを使用する場合、受託者は、別紙「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。
タ　本業務の途中において、本業務に関連した、本業務以外の業務を行う必要が生じた場合には、その段階で業務内容を定め、別途実施するものとする。

チ　委託料は、成果物及び委託業務完了届の提出後に支払うものとする。
ツ　本件契約に関する契約保証金については、姫路市契約規則（昭和６２年姫路市規則第２９号）第２９条の規定を適用する。
テ　本業務の成果物（撮影した写真や動画等を含む。）について、実行委員会は制限なく無償でインターネット等のＷＥＢ、印刷物、ＤＶＤ等のあらゆる媒体並びに各種講演や講習等の手段・方法により、公開、公表及び配布等が可能であるものとする。（著名人の写真・動画については個別に対応するものとする。）
ト　納入される成果物に既存著作物等（受託者又は第三者が権利を有する著作物等をいう。）が含まれる場合には、受託者が当該既存著作物の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に係る一切の手続を行うものとする。
ナ　本業務が遅滞なく円滑に遂行できるよう、適宜協議・打ち合わせを行い、事業全体の進行状況や検討事項等を報告すること。協議・打ち合わせの内容については、受託者が書面にて記録しておくこと。
ニ　その他詳細に関して協議を実施する場合は、実行委員会の指示に従うこと。
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